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日
本
が
負
う
べ
き
義
務
が
大
幅

に
増
え
る 

前
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
携
わ
っ
た

柳
沢
協
二
元
官
房
副
長
官
補
は
「
日
本
が
や
る

べ
き
こ
と
は
大
幅
に
増
え
る
が
、
米
国
が
や
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
今
ま
で
の
政
策
か
ら
一

歩
も
出
て
い
な
い
。
非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
。 

そ
こ
ま
で
安
保
条
約
が
要
求
し
て
い
る
の
か
」

と
批
判
し
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
骨
子 

新
指
針
の
目
的 

●
同
盟
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
性
質
か
ら
地
理
的
制

約
の
撤
廃 

●
平
時
か
ら
戦
時
ま
で
「
切
れ
目
な
い
」
日
米

協
力 

同
盟
内
の
調
整 

●
共
同
司
令
部
併
置
な
ど
平
時
か
ら
調
整
機
能

を
強
化 

●
日
米
の
共
同
作
戦
計
画
を
平
時
か
ら
策
定
、

更
新
す
る 

切
れ
目
の
な
い
対
処 

①
平
時 

▽
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察
（
Ｉ
Ｓ
Ｒ
） 

▽
ア
セ
ッ
ト
（
装
備
品
等
）
の
防
護
な
ど 

②
日
本
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
態 

▽
地
理
的
に
限
定
な
い
と
明
記 

▽
戦
地
支
援
含
め
米
軍
の
後
方
支
援 

▽
民
間
空
港
・
港
湾
の
軍
事
使
用 

③
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
事
態 

▽
自
衛
隊
は
島
嶼
含
む
陸
上
攻
撃
阻
止
、
米
軍

は
こ
れ
を
支
援 

④
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
事
態 

▽
集
団
的
自
衛
権
行
使
時
の
自
衛
隊
の
役
割
を

明
記 

▽
地
方
自
治
体
・
民
間
の
戦
時
動
員
を
明
記 

⑤
日
本
に
お
け
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
処 

 

 

入札 

節木三千代氏 

 

日
米
の
外
交
・
軍
事
担
当
閣
僚
に
よ
る
日
米
軍
事
協
力
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
１
８
年
ぶ
り
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
７
８
年
に
制
定
さ
れ
、
９
７
年
に
改
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
初
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
を
想
定
し
て
策
定
さ
れ
、
９
７
年
の
改
定

で
は
米
軍
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
戦
争
に
乗
り
出
せ
ば
「
日
本
周
辺
事
態
」
と
い
う
口
実
で

自
衛
隊
が
米
軍
を
支
援
す
る
と
い
う
取
り
決
め
で
し
た
。
今
回
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
こ
う
し

た
地
理
的
条
件
や
戦
闘
地
域
・
非
戦
闘
地
域
の
区
分
を
取
り
払
い
、
世
界
的
規
模
で
米
軍
支
援

を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
改
定
は
５
月
１
５
日
前
後
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
「
戦
争
立

法
」
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
世
論
に
逆
ら
う
暴
走
で
す
。 

 

  

 

雑
感 

テ
レ
ビ
の
解
説
者
が
、「
今
回
の
法
律
が
通
れ
ば
自
衛
隊
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
で
、
海
外
の
戦
争

に
行
く
ん
で
し
ょ
。」
と
言
え
ば
、
元
幕
僚
長
が
「
い
や
前
線
で
は
な
く
、
後
方
支
援
だ
か
ら
」。
解
説
者
「
戦

地
で
一
番
攻
撃
さ
れ
や
す
い
の
は
兵
站
。
後
方
支
援
部
隊
で
は
。」
元
幕
僚
長
「
自
衛
隊
員
は
当
然
そ
の
覚
悟

を
も
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
。
国
民
も
そ
の
覚
悟
は
必
要
。」
解
説
者
「
政
府
は
そ
ん
な
説
明
い
つ
し
た
？
」 

地
域
・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力 

●
イ
ラ
ク
型
・
ア
フ
ガ
ン
型
の
派
兵
も
排
除
せ

ず ●
３
カ
国
お
よ
び
多
国
間
の
軍
事
協
力
を
推

進
・
強
化 

宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
軍
事
協
力
強
化 

軍
事
基
盤
で
の
取
り
組
み
強
化 

●
武
器
開
発
・
情
報
協
力
・
人
材
交
流
で
協
力

強
化 

 

密
接
に
関
連
す
る
「
戦
争
立
法
」 

「
戦
争
立
法
」
に
関
す
る
自
民
・
公
明
両
党

の
与
党
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
意
見
の
相
違
が

あ
る
部
分
に
つ
い
て
「
整
理
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
基
本
的
な
考
え
方
」
は
周
辺
事
態
法
を
改

定
し
「
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
」
に
お
け

る
「
重
要
影
響
事
態
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
改

め
て
地
理
的
制
約
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
自
衛
隊
が
地
球
の
裏
側
ま
で
行
っ
て
、

米
軍
と
共
に
軍
事
活
動
も
可
能
と
な
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

与党協議で議論され
た事態・活動 

新指針に盛り込ま
れた項目 

平時（米軍の武器等防護） 平時（米軍のアセット防護） 

重要影響事態 

武力攻撃事態等 

存立危機事態 

（集団的自衛権の行使） 

国際平和共同対処事態 

（米軍主導の多国籍軍参加） 

国際連携平和安全活動 

（国連統括以外の治安維持活動

など） 

日本の平和・安全に対して発生

する脅威 

日本に対する武力攻撃事態、

武力攻撃予測事態 

日本以外の国に対する武力

攻撃 

地域・グローバルな平和と安

全のための協力 


